
委員会活動計画

◎ラーニング・規定委員会
委員長　曽　根　英　樹

ラーニングファシリテーター　藤　田　幸　洋
ラーニングファシリテーター　中　田　伸　也

　第２５００地区小谷地区ガバナーはスローガンを「ロータリーに参画しましょう！誰かのた

めに、あなたのために、自分のために」と掲げられております。

　稚内ロータリークラブ中川会長は「職業奉仕とクラブ親睦を大切に活動しましょう！」と方針

を示されました。

　クラブを導く活動指針に沿い、中川会長のクラブ活動として大切にすべき事「１に職業奉仕、

２にクラブ親睦」を重んじ、各委員会の皆様のお力をお借りして、皆様がより楽しめるクラブ

運営を目指します。

◎会員委員会
 委 員 長　風　無　成　一

副委員長　吉　川　　　勝
副委員長　山　崎　雅　史

１．会員への紹介依頼や、奉仕団体未入会者への入会勧誘を行い、会員増強に努める。

２．転勤等による退会会員には後任者の入会を依頼する等して会員数の減少を防ぐ。

３．例会時の席の固定化を防ぎ、会員相互の親交を深める。

４．出席率１００％の会員を表彰する。

◎家族・親睦委員会
委 員 長　山　本　博　文
副委員長　野　原　善　紀
副委員長　今　村　仁　泰
副委員長　品　田　新　一

 
　各種行事において、より一層ロータリー会員相互の親睦が図れるよう、会員とご家族が楽し

める活動に努めます。

１．家族親睦ゆかたパーティー（サフィールホテル稚内）	 ７月２５日（木）

２．みなと南極踊り	 ８月　３日（土）

３．家族親睦野遊会	 ８月　８日（木）

４．秋！味覚の会（車屋源氏）	 １０月２４日（木）

５．稚内南ＲＣとの合同夜間例会（サフィールホテル稚内）	 １１月１４日（木）

６．名士カラオケ歌謡祭	 １２月　７日（土）

７．年末家族親睦夜間例会（サフィールホテル稚内）	 １２月１２日（木）

８．新年家族親睦夜間例会（サフィールホテル稚内）	 ２０２５年　１月　９日（木）

９．ローターアクトとの合同夜間例会（車屋源氏）	 ３月１３日（木）

10．春！味覚の会（サフィールホテル稚内）	 ５月　８日（木）
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◎公共イメージ向上委員会
委 員 長　田　辺　　　浩
副委員長　谷　口　　　衛

１．ホームページや地元紙等を通じクラブの活動内容を発信することで、公共イメージ

　　向上に努める。

２．家庭集会等を利用してロータリークラブに関する知識や情報を提供し、認識を深めて

　　もらう。

３．会報は８ページを基本とし、会長挨拶、会員・ゲストスピーチの内容を正確に

　　コンパクトにまとめる。

◎プログラム委員会
委 員 長　石　塚　英　資
副委員長　杉　川　　　毅
副委員長　吉　川　　　勝

　会長指針の元、ロータリークラブの活動の基本である例会を会員相互の親睦を深める場とす

るため、各委員会との連携を図り、会員をより深く知る機会を提供するために卓話を中心にプ

ログラムを実施して参ります。また、地域・社会で活躍されるゲストをお招きして、旬な話題

を拝聴する機会を持ちたいと思います。

◎ＳＡＡ
Ｓ Ａ Ａ　山　本　泰　照
副ＳＡＡ　伊戸川　成　史

品格と秩序を維持しつつ、時代に適応した柔軟な例会運営を心掛ける。

１．会長・幹事・プログラム委員長・関連委員会と連携する。

２．ゲスト・ビジターに対しての心遣い

３．礼節礼儀と時間厳守

４．新入会員、先輩会員への温かい気配りで、会員相互の親睦を深める。

◎会計
会　　計　村　尾　忠　英

１．クラブ資金の適切な管理と透明性の確保により、クラブ財政の健全性を保ち、奉仕活動上の

　　役割を果たす。
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◎国際・職業・社会奉仕委員会
委 員 長　土　門　哲　也
副委員長　船　谷　　　守
副委員長　櫻　井　久　子

１．職業奉仕はロータリーの奉仕に於いても重要な意味を持つと考えられておりますので、

　　日々の職業活動に実践し活かします。

２．第２５００地区から国際・職業・社会奉仕活動に係る要請などがあった際には、速やかに

　　会員に情報の伝達をします。

３．社会奉仕活動としての植樹祭や清掃活動や交通安全の街頭啓発運動などに積極的に参加

　　していきます。

４．地道な職業・社会奉仕活動を行っている個人や団体の中から「職業奉仕賞」や「社会奉仕賞」

　　を選定し、贈呈します。

◎新世代・青少年委員会
　　　　　　 （ローターアクト委員長） 委 員 長　谷　原　一　郎 

副委員長　曽　根　英　樹

　今年度ローターアクトクラブ創立５０周年を迎えます。

　ロータリーを通して当地域の時代を担う青少年の育成及び青少年活動の支援と協力を行って

いきます。

１．ローターアクトクラブ創立５０周年の支援

２．ローターアクトクラブ地区協議会の支援

３．ローターアクトクラブの例会及び各種行事の参加

４．ローターアクトクラブの地域社会への奉仕活動の推進及び協力

５．会員増強の支援

◎ロータリー財団委員会
委 員 長　吉　田　幸　麿
副委員長　杉　川　　　毅

　財団の「未来の夢計画」により、財団が実施する各種の補助金が従来に増してより効率的効

果的な事業になるよう配慮されております。

　その最新情報を提供し、財団に対する協力を推進する。

１．ロータリー財団の活動に対する協力を推進するため、財団に関する情報提供をする。

２．財団の補助金を有効に活用するため、過去の活用例と申請状況等検証する。
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